２　馬ノ山古墳群と羽合
馬ノ山古墳群　　　　　馬ノ山古墳群というのは、東伯郡羽合町橋津の背後にある、ゆるやかな半独立の丘陵馬ノ山にある古墳をいい、文部省は橋津古墳群とよんでいる。ここには前方後円墳５基と１７基の円墳があり、そのうち１４基は昭和３２年６月３日付をもって文化財保護法による史跡に指定されている。

馬ノ山の現状　　　　　馬ノ山は標高１０７メートルの丘で、全山ほとんど開拓されて畑や廿世紀梨の果樹園になっている。この丘は北は日本海にのぞみ断崖になっており、南西は東郷湖につらなり羽合平野にのぞんでいる。後世戦国時代に山名・尼子軍の激戦地となり、御冠山の羽柴秀吉軍に対する名将吉川元春の陣地ともなり要害地となったこともある。
馬ノ山古戦場　　　　　西は脚下に橋津の町EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なみ),並)がひらけ、その西には天神川口をへだてて北条田圃があり、さらに遠く東伯から伯耆大山連峯をながめうる景勝の地でもある。
　　　　　　　　　　　この古墳群はさきに紹介したように、昭和６年、雑誌「考古学」に絵画のある円筒埴輪がとりあげられてはいたが、その後永いあいだ世間のうわさにものぼらず、したがって大正１３年刊の鳥取県史跡勝地報告第２冊（因伯２国における古墳の調査）には、分布図にその位置が朱点で示されているだけで、最近まで世に知られていないものであった。
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馬ノ山古墳群の注　　　しかし、昭和３１年春のこと、この古墳群中の第４号墳の発掘から、学界の注目をあつめ世に

目の動機　　　　　　知られるようになった。

馬ノ山４号墳　　　　　第４号墳は山陰第２の大型前方後円墳であるとともに、古く数も少ない竪穴式石室があり、それに箱式棺４、円筒棺１、ハニワ円筒棺２の内部主体があり、これは１古墳におよそ５体以下の埋葬しかないという常識をやぶっており、全国的にみてもすばらしく貴重な価値をもっている。その上に鏡５面、ひすい勾玉、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いしくしろ),石釧)、車輪石などのすぐれた装身具をもっており、副葬された鉄器の１つ１つにさえ山陰では例の少ないものをもっている。
絵画のある円筒ハ　　　石室の構造にしても、原始的な絵画のある円筒ハニワにしても、これまた例の少ないものであ
ニワ　　　　　　　　り、円筒ハニワが大型であることさえ古墳文化研究上おどろくほどの貴重なものであり、日本古

　　　　　　　　　　墳文化を代表する古墳である。
　　　　　　　　　　　他の古墳にもそれぞれの特色があり、古墳群全体が古墳文化を代表する資格をもっているのである。

地方豪族羽々伊の　　　古墳群のある羽合町は、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わみょうしょう),倭名抄)」に書かれた平安時代以前の伯耆国河村郡川村郷だと考えら
庄司　　　　　　　　れている。河村郡は８郷をもつ伯耆での大きな郡であったから、郡治の中心であったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こおりのみやけ),郡家)は川
　　　　　　　　　　村郷にあったはずである。条里の跡は今でも整然とのこされていて、弥生式文化時代のあと水田
郡治の中心地であ　　がぞくぞくと開発されていることを物語っている。ついで荘園時代に入り、この地が荘園化し、
った川村郷　　　　　領家分、寺社領にそれぞれ地頭の勢力が滲透してくるようになっても、大同（８０６年）ごろから「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ははい),羽々伊)の庄司」という地方豪族がいたこともわかってきた。
古社と豪族　　　　　　東南２キロメートルにある伯耆一ノ宮のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しどり),倭文)神社と、南４キロメートルにある二ノ宮EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ははき),波々伎)神
二ノ宮波々伎神社　　社は、ともに延喜式にものっている古社であり、古墳群の西麓には貞観格の湊神社が鎮座してい

湊神社　　　　　　　る。これら３つの神社があることからしても、ここは伯耆の古代文化の中心地区であったのであ

一ノ宮倭文神社　　　る。一ノ宮倭文神社が、馬ノ山の丘続きにあることは古墳群と無縁とは思えない。また、二ノ宮波々伎神社が、切石造の横穴式石室をもつ福庭古墳群の中にあることは、式内の古社であり大社
波々伎、羽々伊、　　でもあるこの社が、この古墳群に眠る豪族達の霊をまつるものであることも暗示しているもので
伯井田の関係　　　　はあるまいか。また社名となっている波々伎は国名である伯耆と同音であり、庄司EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ははい),羽々伊)も、後に述べるであろう庄園末期の東郷庄園絵画にあらわれているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はく),伯)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いだ),井田)という部落名も、ひとしく伯耆の訛音からきた氏名や地名であろう。波々伎部ともよばれた部族があったことは古書にもでており、それらの後任者が河村となって平安、鎌倉以後にもこの地方に勢力があったという伝承もある。
　　　　　　　　　　　したがって、さかのぼれば福庭古墳群がつくられない時期には馬ノ山古墳群がつくられていていい。そしてこれだけの大工事をもって古墳を築き、きらめくほどの貴重品を身につけた人びとは、すでに東伯一帯を支配しうるほどの勢力をもっていたと思っていいではあるまいか。

ヤマト朝廷と国造　　　当時すでに西日本一帯はヤマト王朝の直接間接の支配と影響を受けていて、古墳文化が普及している。そしてヤマト朝廷とのつながりでは、これほどの豪族どもはほとんどが「国造」（くにのみやつこ）とされている。国造族は地方には絶対的権力の座にすわって君臨しても、ヤマトに対
４号墳の出土品に　　しては巨従している人びとであった。馬ノ山古墳群にねむる人びとの多くが「伯耆国造」であっ
は大陸製品もあっ　　たといっていいではあるまいか。第４号墳から発掘検出された鏡・玉類にしても、それは大陸の
た　　　　　　　　　製品であるものが入っているが、これは〝ヤマト王朝〟とのつながりと、伯耆支配の象徴を示し
　　　　　　　　　　ている。
社会的関連性　　　　　馬ノ山古墳群によって山陰の古墳文化と畿内古墳文化との深いつながりが知られ、その時期も畿内からそれほどおくれない４世紀の前半にはじまったことがわかる。またこの地区の古墳群が、発生から消滅していくまでの姿は、日本古墳文化のたどった道と同じであり、伯耆古代社会が日本古代社会と同じ流れをたどっていることも察せられる。
　　　　　　　　　　　古墳の示す質量の優秀さは、この地方部族の勢力と大和勢力とのつながりを示すとともに、日
出雲と伯耆の国造　　本を構成していた有力な一部であったことをおしえてくれるのである。ともあれ、出雲のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くにのみやつこ),国造)と伯耆のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くにのみやつこ),国造)は古代山陰における２つの雄族であったことはたしかである。かかる雄族であったから天武１２年（６８４）国造からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むらじ),連)（村のあるじ）に昇格（紀）し、そして後には同系にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すくね),宿称)
　　　　　　　　　　を称える一族もあった。（姓名録抄、拾芥抄）これらもいずれ伯耆造・伯耆連の流れであったと考えられる。
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